2008.10.06　日本事情Ⅱ

多文化コミュニケーション入門

Understanding Multicultures Through Communications 

（科目名：日本事情Ⅱ）
************************************************

「文化」とは何だろう？
「多文化」や「異文化」といったときの「多」とは？

この授業の目的は，ごく身近な文化を出発点に，自分にとっての文化とは何かを考えていくことだ。

そしてそのために「ことば」を使う。

自分のことばを使って考え，話すとき，そこで文化との出会いが始まる。

この授業から，新しい文化の世界に一歩足を踏み出そう。

************************************************

担当者
牲川　波都季（Hazuki SEGAWA）

連絡先：---　　　研究室：教文3-#427

オフィスアワー：　月　14:30-16:00　／　火　12:00-13:30　／　木　10:30-12:00
授業時間・場所
月曜日　3-4時限目（10:30-12:00）　　般2-102
ゴール


多様な背景を持つ人，そして自分自身と，じっくりコミュニケーションすることで，

(1)　自分にとっての「文化」とは何かを見つける。
(2)　「多文化コミュニケーション」の方法を体得する。
(3)　コミュニケーションすることの意義を知る。
授業の流れ
(1)　テーマ探し：動機文を何回か書き，徐々に動機を固める。クラスメイトから意見をもらいながら。
(2)　インタビュー：授業時間外に，一人の人とじっくり話をする。
(3)　レポート仕上げ：6400字以上のレポートを書きあげる。クラスメイトから意見をもらいながら。
(4)　相互自己評価：レポートについて，クラスメート同士で評価する。自分でも評価する。
(5)　レポート公開：ウェブサイトでレポートを公開する。

成績
(1)　提出物　70pts　＋　(2)　参加・出席　30pts
単位取得の条件
(1)　提出物の締め切り・分量厳守（随時授業で連絡します）

(2)　70パーセント以上の出席（欠席は、初日も含め最高4回まで）

(3)　授業内外での積極的な議論参加

授業コメント＝出席
毎回授業の後で，授業についてのコメントをメールで送ってください。
コメントを送らない場合は，出席のポイントはゼロになります。

授業のあった日のうち（月曜日の夜中の12時まで）に，メールしてください。

-----
分量は少なくてかまいません。

メールのタイトルは必ず「授業コメント：名前」としてください。

私は全員に返事を書きます。
授業コメントと返事は，ほかのクラスメイトも読みますから，読まれてもよい内容を書いてください。
個人的な相談については，別のタイトルをつけて，上のメールアドレスまで送ってください。
参考文献
牲川波都季・細川英雄『わたしを語ることばを求めて─表現することへの希望』三省堂書店
今日の課題
(1)　今日の夜中の12時までに，授業コメントを，-----に出す。

(2)　自分にとって大切な人は誰か，少し考える。

お知らせ

(1)　北東北3大学外国人留学生合同合宿研修会　

11月1日から3日の三日間。青森で他大学の学生・留学生と交流するチャンス!
交通費・宿泊費・食事すべて無料。

(2)　秋田元気プロジェクト
秋田大学は，今，学生（留学生・院生も）の活動アイディアを募集中。

すぐれた企画には，上限20万円の資金が与えられます。「国際交流部門」もあります。
留学生と日本人学生，地域の人との交流を深めるような企画を提案してみませんか？
